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今年は、日本女性で初めてオリンピック・メダリストとなった人見絹枝さん（1907-1931）の生誕百年にあたる。岡山出身の人見さんは、陸上競技選手として、また新聞記者として、当時まだ男性中心であった日本のスポーツ界に女性が堂々参加する扉を懸命に押し開こうと努めた。
今後日本は、オリンピック夏季大会の２度目となる開催に向け招致活動をいよいよ本格的に推進するとあって、オリンピック開催の意義があらためて問われている。はたして人見にとってオリンピックとは何だったのか、どうオリンピックに向き合ったのか、彼女の人生にオリンピックはどんな影響を及ぼしたのか･･･今にのこる書物や日記などから人見絹枝24年の躍動の軌跡をふり返り、その根底を流れる魂の息遣いに耳を澄ませてみたい。

人見さんに宿ったオリンピック精神の輝きが、若者たちのこれからの道しるべとオリンピックの意義を共に照らし出してくれることだろう。
日　時：2007年８月４日（土）　13：00～17：00
会　場：環太平洋大学　http://www.ipu-japan.jp/
岡山市瀬戸町観音寺721　（＊JR山陽本線「東岡山駅」から車で５分）
対　 象：オリンピック・ムーブメントに興味を持つ大学生・中高生、および教員・スポーツ指導者などを中心に300名程度
参加費：無料
主　 催：NPO法人日本オリンピック・アカデミー（猪谷千春会長）

共　 催：環太平洋大学、筑波大学オリンピック・ムーブメント研究室

後　 援：岡山県、財団法人岡山県体育協会、財団法人日本オリンピック委員会、財団法人日本陸上競技連盟、特定非営利活動法人日本オリンピアンズ協会、毎日新聞社、山陽新聞社、日本放送協会岡山放送局、OHK岡山放送、RSK山陽放送、TSCテレビせとうち
協　 力：日本女子体育大学、人見家

【　内　容　】
●オープニングスピーチ　13：00～13：30
猪谷 千春 （国際オリンピック委員会副会長）

「オリンピック・ムーブメントにはたす若者と日本への期待」
●シンポジウム「人見絹枝にみるオリンピック精神」　13：45～15：45
シンポジスト

永井　純　　　（環太平洋大学体育学部長）　　＊アスリートしての人見の活躍と功績より
小笠原　敦子（毎日新聞社岡山支局長）　　 ＊新聞記者としての人見の活動や言葉より
來田　享子　 （中京大学准教授、JOA理事）　＊女性スポーツの振興者としての献身より
コーディネーター
竹村　瑞穂（筑波大学博士課程、JOA指導・普及委員会委員）
真田　久(筑波大学准教授、JOA理事)

●特別講演　16：00～17：00
有森 裕子 

「私にとっての人見さん、そしてオリンピック・ムーブメント」
